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この調査は雑誌誌上で当社が行っている、アンケート付きプレゼント企画への回答をまとめたものです。

保護者を対象としたこどもに関する設問で、月１回の調査を行っています。質問内容は玩具に限定する

ことなく、広い視野からこどもたちの生活に密着した生の声をまとめ、現代のこどもたちの実態をバン

ダイ流に解きあかしていこうと考えています。 

 

～バンダイこどもアンケートレポート Vol.40 

 

「お子様は どんないたずらをしますか？」 
「描く」「出す」「切る」「破る」はこどもの本能的欲求？ 
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【調査概要】 

調査方法：雑誌広告でのアンケート付プレゼント企画によりハガキで募集 

実施時期：1998 年 7 月 

質問内容：お子様はどんないたずらをしますか 

有効回答数：363 人 

 

 

  

 

 

 

  
 

 

年齢内訳 0～2 歳     85 人 

     3～5 歳     82 人 

     6～11 歳     39 人 

 

       計     206 人 

★男児の母親★ 

 

年齢内訳 0～2 歳     79 人 

     3～5 歳     62 人 

     6～11 歳     16 人 

 

       計     157 人 

★女児の母親★ 



3 

＜アンケート結果＞ 

 

★男児総合結果（206 人中／複数回答含む） 

1. 落書き、シールを貼る 23.8％ 

2. 障子を破る  9.2％ 

3. 机、タンスから何でも引き出す  4.4％ 

 ティッシュペーパーを箱から出す  4.4％ 

5. ハサミで何でも切る  3.9％ 

 化粧品で遊ぶ  3.9％ 

7. 本や新聞をぐしゃぐしゃに破る  3.4％ 

8. 物を隠す  2.9％ 

9. 洗濯物をぐしゃぐしゃにする  2.4％ 

 シャンプーを容器から出す  2.4％ 

 

 

☆女児総合結果（157 人中／複数回答含む） 

1. 落書き、シールを貼る 26.8％ 

2. 化粧品で遊ぶ  8.3％ 

3. ハサミで何でも切る  7.0％ 

4. 机、タンスから何でも引き出す  5.7％ 

5. ティッシュペーパーを箱から出す  3.8％ 

 リモコン類をいじる  3.8％ 

7. 本や新聞をぐしゃぐしゃに破る  3.2％ 

8. 物を隠す  2.5％ 

9. ビデオデッキに物を入れる  1.9％ 

 ゴミ箱をあさる  1.9％ 
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＜アンケート結果より＞ 
 

 男女とも「落書き、シールを貼る」という回答がダントツの 1位となった。 

 アンケートをとる前は、男児総合 2位の「障子を破る」が最も多いのではと予想したがこれは意外に

少なかった。家が洋風化してきていると言われるが、こういうことがいたずらにも関係があるのかもし

れない。 

 いたずらの種類に男女差はあまりなかったが、「化粧品で遊ぶ」が男児総合 5位、女児総合 2位とな

っており、女児の化粧品への興味は小さいころから芽生えているといえそうだ。 

 

 

 全体を通して「描く」「物を何かから出す」「ハサミで切る」「破る」ということはこどものいたずら

の基本になっているようだ。0～2歳のこどもは当然のことだが、本人にはいたずらをしているという意

識はない。本人がやりたくてやっていることが回答としてあがってきているだけである。「描く」「出す」

「切る」「破る」という行動は、こどもの本能的欲求かもしれない。 

 

 

 今回は 9歳以上のこどもの回答がほとんどなかった。これは小学佼中学年になるといたずらをしなく

なるのではなく、家の中や親の前ではしなくなり、家の外や友人などに対していたずらをするようにな

るためかもしれない。 
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＜年齢別集計結果＞ 
 

★0～2歳男児（85 人中／複数回答含む） ☆0～2歳女児（79 人中／複数回答含む） 

1. 落書き、シールを貼る 14.1％ 1. 落書き、シールを貼る 21.5％

2. 障子を破る 10.6％ 2. 机、タンスから何でも引き出す 11.4％

3. 机、タンスから何でも引き出す  9.4％ 3. ティッシュペーパーを箱から出す  7.6％

4. 本や新聞をぐしゃぐしゃに破る  8.2％  リモコン類をいじる  7.6％

5. ティッシュペーパーを箱から出す  7.1％ 5. 本や新聞をぐしゃぐしゃに破る  6.3％

      

      

★3～5 歳男児（82 人中／複数回答含む） ☆3～5歳女児（62 人中／複数回答含む） 

1. 落書き、シールを貼る 31.7％ 1. 落書き、シールを貼る 32.3％

2. 障子を破る 12.2％ 2. 化粧品で遊ぶ 12.9％

3. 化粧品で遊ぶ  6.1％ 3. ハサミで何でも切る 12.9％

4. 洗面所を水浸しにする  3.7％ 4. 物を隠す  4.8％

 押入の布団を出す  3.7％ 5. 人をくすぐる  3.2％

 ティッシュペーパーを箱から出す  3.7％  兄弟の物をこわす  3.2％

      

      

★6～11 歳男児（39 人中／複数回答含む） ☆6～11 歳女児（16 人中／複数回答含む） 

1. 落書き、シールを貼る 30.6％ 1. 落書き、シールを貼る 31.3％

2. シャンプーで遊ぶ  8.3％ 2. 化粧品で遊ぶ 12.5％

 家の中に隠れて家族を驚かせる  8.3％    

 

 

＜ユニークな回答＞ 
☆目覚ましを夜中にセットする 

☆食べ物に虫を入れる 

☆お母さんが寝ている間に髪を切る 

☆便器にトイレットペーパーを詰め込む

☆紐状のものを結びまくる 

☆犬小屋に入る 

など
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※ このアンケートレポートに関して「子ども調査研究所」の渡部尚美さんから以下のコメントをいた

だいております。 

 

■こどものいたずら 

 お母さんたちの＜恐怖の時＞とは、こどもが何やら静かにしている時だそうです。兄弟、姉妹や友達

と、声をひそめてヒソヒソ話をしていたり、ゴソゴソと大人にさとられないように隠密行動をとってい

たら、大人はその後に多少の悲惨な結果が待っていることを覚悟しなければなりません。 

 部屋が水びたしになっていた、大事なブランドものの口紅がクレヨンと化していた、ガーデニングで

整然と緑化されたわが家のベランダだけに台風が吹き荒れていた…等々。 

 こどものやってみたいことは、たいがい大人のやってほしくないことで、それらはいろいろな理由で

禁止されます。「あぶないから」「あなたにまだ無理だから」「お母さんが大事にしているものだから」「ち

らかるから」etc. 

 それはそれで、こどもなりに納得できることもあるのですが、一方で「チャンスが来たら、いつかや

ってやろう」とチャレンジ魂に小さな灯をともしていたりします。そして、ヨカラヌことと知りながら

ヨカラヌことを実行する千載一遇のチャンスが到来します。いつもは騒々しいだけに、その時だけ懸命

に気配を消そうとするものだから、かえって不審な空気が濃くなってしまうのにも気づかずに。 

 こどもは何でもやりたがりです。やってはいけないと言われると、なおさらやってみたくなるのも人

情です。さらに、自分が生まれる前からできあがっていた秩序を破壊してみたらどうなるのだろうとい

う（小さな）野望も抱きます。それらは、大人から与えられた枠組みではなく、こども自身のオリジナ

リティで生きてみようとする試みです（だからこそお母さんの価値観と激突するわけですが）。 

 こどものいたずらは、大人を困らせることが多いのですが、こどもの成長の証でもあるわけです。 

 


